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､

q

｣

喜
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.
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J

t

r

'
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･

･

I
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･

毒

,

I

T

･

･

-

一

月

司

】

J

J

J

f
f
一.

･

　

I
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I

義
案
第
二
号

･
三
朝
町
職
員
の
給
与
に
牌
す
る
条
例
等
の
t
部
改
正
に
つ
い
て

次
の
と
お
皇
扇
町
聴
負
の
給
与
に
関
す
る
条
例
等
の
-
部
を
改
正
す
る
こ
と
に
つ
い
て

地
方
自
治
法
(
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
)
第
九
ヰ
六
条
磨
r
萌
の
規
定
に
ふ
J
R
,
本

●

義

会

の

憩

決

を

求

め

る

C

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

′

昭
和
四
十
掬
年
二
月
十
日

/

▲

三

軸

町

長

　

　

坂

　

　

出

　

　

雅

　

　

巳

潤
郡
四
冶
讐
芸
月
描
日
原
嚢
可
決

三
朝
萎
議
長
　
矢
田
春
慶
々

l

E

J

　

旧

だ



′

■

↑

　

t

･

定

む

玩

三
朝
町
衆
例
第
二
号

三
朝
町
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

(
三
朝
町
職
長
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
)
′

警
乗
　
J
]
1
]
朝
町
職
員
の
給
与
に
陶
す
る
条
例
(
昭
和
二
十
八
年
二
義
町
条
例
第
二
十
五
号
)
の
丁

部
を
次
の
よ
う
k
L
L
改
正
す
る
?

第
十
妄
第
表
中
｢
左
k
L
J
を
｢
次
讐
陀
改
め
､
同
項
第
妄
中
｢
利
用
し
､
か
つ
,
｣
を

｢
利
用
し
て
｣
に
'
｢
､
交
通
軸
閑
を
利
用
し
夜
!
で
｣
を
｢
交
通
機
関
を
利
用
し
な
い
で
｣
に
改

め
､
｢
で
あ
る
も
の
｣
の
下
に
｢
及
び
雪
盲
に
掲
げ
る
戦
貞
｣
を
加
え
,
同
額
第
二
号
串
｢
前
号

の
規
定
に
鼓
当
す
る
職
員
及
び
｣
を
｢
自
転
車
等
を
使
用
し
夜
け
れ
ば
通
勤
す
る
こ
と
が
著
し
く
歯

知
で
あ
る
職
員
以
外
の
職
員
で
あ
っ
て
｣
竺
　
｢
職
員
を
除
-
｣
を
｢
も
の
及
び
次
号
に
揚
げ
る
職

長
を
除
く
L
L
K
改
め
､
同
損
に
次
の
l
L
号
を
加
え
る
〇

三
　
通
勤
の
た
め
交
通
機
関
を
利
用
し
で
そ
の
運
賃
を
負
担
し
､
か
つ
､
白
板
車
等
を
便
掃
す
る

こ
と
を
常
例
と
す
る
職
員
(
交
通
機
矧
を
利
用
し
､
叉
紘

等
を
使
掃
し
な
け
れ
ば
通
勤

_
_
.
A



＼　_. ､ぞ･. ,=‥■

′

ヱ

〔ん

す
る
こ
と
が
善
し
-
榊
灘
で
あ
る
職
員
以
外
の
械
員
で
あ
っ
て
､
密
通
機
鞄
を
利
用
せ
ず
'
か

つ
､
自
転
車
等
を
使
用
し
患
い
で
葎
歩
に
よ
わ
通
勤
す
る
も
の
と
し
た
場
合
の
通
観
距
離
が
片

道
二
キ
｡
メ
ー
-
ル
未
満
で
あ
る
も
の
を
除
く
O
　
)
,

∫

第
十
1
　
粂
第
二
韻
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
｡

通
勤
手
当
の
月
額
は
､
次
の
各
号
陀
抽
げ
る
磯
貝
の
区
分
托
応
じ
て
､
当
紋
各
号
に
掲
げ
る
鞭

と
す
る
｡

一
　
前
碩
免
l
号
に
掲
げ
る
観
点
　
　
町
規
則
で
定
め
る
と
こ
ろ
把
よ
り
算
出
し
た
そ
の
者
の
l

箇
月
の
通
観
に
蛍
す
る
運
賃
の
額
灯
相
当
す
る
絹
　
(
以
下
｢
謹
賀
相
当
額
｣
と
g
う
0
)
　
(
そ

′

の
敬
が
二
千
雄
菅
円
を
こ
え
る
と
き
性
､
そ
の
街
と
二
千
四
盲
円
と
の
差
額
の
二
分
の
t
　
(
そ

の
差
飴
の
二
分
の
　
t
が
千
二
首
円
を
こ
え
る
と
き
は
､
千
二
首
円
)
　
を
二
千
凶
音
円
に
加
鼻
し

た
繊
)

二
　
前
項
霧
二
号
に
掲
げ
る
機
具
　
　
大
官
円
　
(
そ
の
使
用
す
る
自
転
車
等
が
原
動
機
付
の
も
の

で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
'
七
官
円
)

三
　
前
項
舞
三
号
陀
絡
げ
る
磯
貝
　
　
安
通
機
関
を
利
用
せ
ず
､
か
つ
､
自
野
草
等
を
使
用
し
た
､

t
 
T
√

ヽ

_

　

　

J

 

I

 

J
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■

l

■

･

k

･

1

　

　

　

.

　

1

-

､

r

い
で
徒
歩
に
エ
･
妙
通
勤
す
る
も
の
と
し
た
場
合
の
通
勤
霊
,
安
通
機
関
の
利
用
霊
､
自
転

車
等
の
使
用
拒
髄
等
の
事
情
を
考
慮
し
て
町
規
則
で
定
…
区
分
に
応
じ
､
運
賃
相
当
蘇
及
び

前
号
に
掲
げ
る
額
の
合
計
額
(
そ
の
額
が
二
千
四
盲
円
を
こ
え
る
と
き
は
､
そ
の
擬
と
二
千
四

盲
円
と
の
差
慧
二
分
の
二
そ
の
差
額
の
二
分
の
㌫
千
二
首
円
を
こ
え
る
と
き
杜
､
千
二

盲
円
)
･
を
二
千
四
盲
円
咋
加
貨
し
た
額
)
､
第
一
号
に
掲
げ
る
戟
又
は
前
号
に
掲
げ
る
額

I

第
十
I
q
蒜
三
境
を
執
り
､
同
条
弟
ー
四
境
中
｢
-
項
｣
を
｢
前
二
項
｣
に
､
｢
改
訂
｣
を
｢
改

定
｣
托
改
め
､
岡
碑
を
同
条
聖
二
琴
と
す
る
｡
′

第
十
二
条
顛
一
項
卑
び
第
二
項
を
次
の
よ
う
忙
改
め
る
｡
一

筆
二
条
　
寒
冷
地
手
当
は
,
町
長
が
定
め
る
日
(
-
｢
基
-
｣
と
S
う
｡
)
昨
お
い
て
在
職

す
る
敬
具
(
町
長
が
定
め
る
聴
鼻
を
除
-
｡
)
芸
し
て
支
給
す
か
.

之
　
霊
等
当
の
嘉
額
i
f
,
霊
日
陀
お
い
て
-
が
受
け
る
べ
-
料
の
月
-
同
日
町
お

け
る
与
の
者
の
扶
養
親
族
の
赦
忙
応
じ
て
軌
九
条
璽
表
芸
定
の
例
誓
i
h
算
出
し
た
額
と
の

合
計
飯
高
集
め
規
定
が
適
･
用
-
な
い
-
-
つ
て
誓
同
日
に
お
け
る
給
料
竃
額
)
■
K

首
分
の
十
を
乗
じ
て
得
た
績
k
,
世
帯
主
l
モ
-
磯
鼻
…
っ
て
-
千
七
苫
(
扶
悪
族
の

ザ
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…~毒手手首 I 
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～
d
B

_

ト

▲

恵
い
撤
兵
に
あ
つ
て
は
四
千
四
首
七
十
円
)
､
そ
の
他
の
簡
鼻
に
あ
っ
て
杖
.
二
千
二
首
f
r
f
十
円
を

加
え
た
額
と
す
る
｡

第
十
三
条
の
二
第
大
功
中
r
一
月
以
内
｣
を
｢
I
箇
月
以
内
L
 
K
改
め
る
｡
■

第
二
十
条
第
1
韻
中
丁
期
末
手
当
は
｣
　
の
下
に
｢
､
三
月
丁
目
｣
を
加
え
'
｢
l
月
以
内
｣
を
｢

I
箇
月
奴
内
L
 
K
改
め
､
､
同
条
第
二
項
中
｢
合
計
額
妊
｣
の
下
に
｢
'
三
月
に
支
給
す
る
場
合
に
お

い
て
仕
官
分
の
五
十
｣
を
加
え
へ
　
｢
百
分
の
盲
十
｣
を
｢
有
卦
の
九
十
｣
催
､
｢
首
分
の
二
盲
二
十

｣
を
｢
首
分
の
首
九
十
｣
に
､
｢
基
準
日
以
前
六
月
以
内
の
期
間
に
か
け
る
そ
の
者
の
在
繊
掛
倒
｣

を
｢
基
準
日
以
前
三
箇
月
以
内
　
(
基
準
日
が
十
二
月
f
日
で
あ
る
と
垂
拭
､
六
箇
月
以
内
)
　
の
期
間

忙
か
け
る
そ
の
考
の
在
繊
細
間
取
華
分
L
 
K
へ
　
｢
左
の
各
号
に
掲
げ
る
割
合
｣
を
｢
次
の
表
に
定
め

る
割
合
｣
忙
改
め
'
各
号
を
削
り
､
同
額
搾
取
の
寮
を
加
え
る
0

JJ

二
篭
.

1
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.
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徽

一

L

･

l

Jt

･･ ･･･)

ヽ

竺
十
三
条
第
表
中
　
｢
,
三
月
-
を
削
り
､
｢
次
の
各
号
に
掲
げ
る
区
分
推
応
げ
る
｣

を
｢
基
準
日
以
前
六
簡
月
以
内
の
L
k
,
｢
-
｣
を
｢
起
算
｣
k
,
｢
盲
以
内
｣
を
=
簡
月

■

以
円
｣
芸
め
,
各
-
削
り
､
同
条
-
項
中
｢
次
の
各
号
に
栂
げ
る
-
日
の
区
分
監
ず
る

割
合
｣
を
｢
､
六
月
-
給
す
る
場
合
托
お
い
て
-
舟
の
-
,
十
二
月
-
給
す
る
誓
監

い
て
絞
首
分
空
ハ
十
｣
に
改
聖
各
号
を
削
る
｡

別
表
第
三
及
び
別
表
第
四
を
次
の
よ
う
陀
改
め
る
｡

ト
､

～



別表第三　　　行埠麟給料表

磯肇の 等級 ��ｹ9从停��)9���ｸ��車等儀 ��4,等級~~ ��5等級■ 

早_麿 工 ��ｨｸｹ{�ﾈ隰��从ｹ{�阮"�;/ 給料月叡 ��給料月額 ��給料月額L. 

一一一一一｣∃ � �3�ﾈ+��� �#bﾂ�2ﾓ��� ��津���ﾒ�

2 鼎陳ﾓU�����3椎�����32,-500 ��~37,.600 ��20,00-0~ 
■`3 鉄"ﾃ�����釘ﾆ陳簽Bﾂ����-54,,loo. 冪2▲9,0-00 ��21iq.O~0二■ 

4, 津RﾓCﾒﾃs����痴CﾓRﾃ���ﾒ�36.テ200 �30事や00 勍■aB,GPO 

I 偵R�5r7300 �4,6,200 偵Sつﾗ鈬3����2�"ﾂﾓ����ﾒ��#2ﾂﾓ�����
L i 僮 60.~000 �48,r700. ��紊�ﾂﾓS�����售:C2ﾇ#s����#Cｲﾂﾘ8f�爾�

?. 白�Sc'#w���添7陳�#���4,2,r70b �35,.500 �25,.2..00■し- 

65包0_0 �55,800 鼎Bﾂﾂﾓ�����7#rﾃ3�����#bﾃﾕ6��

9~ 白�緜さ����偵SbﾉXﾆ��4,7,loo �39,100 刹L~r7,4=0■■O 

⊥0 途��ﾃ�����鉄津����49,.L500- �4;0,900' �28,50JO.I 

ll. 都2ﾉ8v��啌緜�ﾃc����51,50.0 �4=■2,-叩む 凵_ 129,.60-.0 

12 ��ｳrﾓc�蔔���田2ﾇ纉��ﾒ�53,-r700 �4,4,,500 �30,ッOO_I 

15 ��sふCﾓ����田ifﾘ�ｵ������55,900 �4,■6,p500 剔x1,.._800- 

F 啅��Bﾂ� 塔�ﾃ����l67,900 鉄rﾈ������鼎ﾓ�3����3"ﾃ�����

ユ5 ��83,000 咾c津C���59,900 剞ｶ8,300 �33,800 

.16 白�.85,■200 啗#r��ﾈ��c���6⊥,⊥00. � �34,60:0- 

17 ��87,.100 都�ﾃs����62,-_芝OO 僮 �155;女oo 

･18 ��891000 白�#s"ﾃ����63,200 僮 � 

19 �� 痴sS���ﾓ��6年,aOO � � 

20 �� 白���6-5,諾oo 僮 � 

一b-



別表第四

医療職給料表
′､鞄 早.∴給 亦�9綴定ﾙ��冲 i I 1 I l 

藤一科.月額 

･-⊥-~~ 唸冷�

之= �����SRﾒﾒﾃ�����

3.■ 價��篦霑よ���

を_- �62-,､600 

･~.5.- 勍.66.一■0■'OO 

二~6_ �:~69,:■400 

?. 凵�所�,r7:OO 

_I.白 ��r76,.000 

∴9 �.7.9;500 

..10- �� 售�"篥｣S���

_:1...1- 刪鼈�85一.r7､00 

-_-1_2ト88.500:, 

ユ■､5.Jt_91,p300 

1生∴ 剴蔦Bﾈ�C��B��

与5- 劒ZC蔦�ｳ���I<R�

1~6 剴���づ����

17--Jt-1.9/.9,.60､0. 

～.i.8 劍璽��ﾓ���E���ﾂ��
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･20卜104.,左.oo 
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･

B

口
｢
.

(
三
軸
町
歌
鼻
の
給
与
忙
関
す
る
条
例
等
の
i
警
改
正
す
る
条
例
の
1
部
改
正
)

撃
妄
　
三
朝
町
職
員
の
給
与
陀
関
す
る
条
例
等
の
ー
部
を
改
正
す
る
条
例
(
昭
和
撃
三
年
三
朝

ヽ

_

町
衆
例
第
一
号
)
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
｡

附
側
第
十
項
の
見
出
中
｢
昭
和
四
十
三
年
頭
月
盲
｣
を
｢
昭
和
四
十
三
年
七
空
目
｣
陀
改

I

め
,
同
額
中
｢
改
正
後
の
条
例
｣
を
｢
三
朝
町
戦
農
の
給
与
に
関
す
る
条
例
等
の
亘
部
を
改
正
す

-

一札

-

ノ



●

℃二

i
l

る
粂
例
(
昭
和
四
十
四
年
三
朝
町
条
例
讐
号
)
讐
発
句
額
密
-
蓋
雇
凄
雪
扇
町
磯
農

の
給
与
に
掌
る
条
例
｣
-
聖
｢
昭
和
-
三
年
四
月
言
以
搾
-
け
空
を
削
J
R
,
｢

同
日
｣
を
｢
昭
和
四
十
=
毒
七
月
言
｣
に
改
功
る
｡

附
則
苧
二
項
中
T
r
苧
三
条
の
二
第
二
項
｣
を
｢
窮
十
三
条
の
二
束
二
項
｣
芸
め
る
C

附
則
爵
十
三
項
中
｢
定
め
る
壇
で
の
ほ
か
｣
を
｢
薙
め
る
も
の
の
は
か
し
に
改
め
る
O

(
搾
行
期
日
等
)

し
こ
の
条
例
は
ヾ
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
告
た
だ
し
,
警
乗
中
三
朝
町
織
負
の
雪
に
掌

る
条
例
苧
三
条
の
二
禦
項
､
表
二
十
乗
讐
項
及
び
竺
項
並
び
に
竺
十
嘉
の
票
規
･

定
は
､
昭
和
指
十
四
年
四
方
一
日
か
ら
施
行
す
る
｡

2
　
警
乗
の
規
定
-
る
改
正
後
の
三
朝
町
戦
員
の
-
把
-
る
条
例
(
以
下
｢
慧
後
の
条

例
｣
と
S
う
O
)
苧
表
の
規
定
は
昭
和
-
三
年
五
月
言
か
ら
､
改
正
後
の
条
例
竿
二

∴

条
の
規
定
は
同
年
八
月
三
十
言
か
ら
､
改
正
後
の
条
例
別
表
第
三
及
び
別
乗
第
四
め
規
定
並
び

Ⅷ

に
第
壷
窟
定
に
宕
改
正
後
の
三
朝
町
職
員
の
-
に
-
る
条
例
等
竺
警
改
正
す
る

･
＼.

.

∴

＼
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1

li′

粟

条
例
附
則
第
十
項
の
規
定
紘
同
年
七
月
1
日
か
ら
適
用
す
る
P

(
寒
冷
地
手
当
の
支
給
額
に
関
す
る
経
過
持
優
)

3
　
改
正
後
の
条
例
第
十
二
条
の
規
定
の
適
用
を
受
け
.
る
敬
具
で
､
同
条
第
二
項
の
規
定
作
よ
り
発

出
す
る
も
の
と
し
た
場
合
に
お
け
る
支
給
額
(
.
以
下
｢
基
準
額
｣
と
い
う
｡
)
が
､
基
準
日
に
お

い
て
当
家
痕
員
の
受
け
る
職
廟
の
等
級
の
号
給
の
昭
和
四
十
三
年
八
月
三
十
1
白
に
お
け
る
額
に

千
首
円
を
加
算
し
た
琴
托
､
第
l
条
の
規
定
推
よ
る
改
正
前
の
三
朝
町
職
員
の
給
与
陀
　
関
す
る
条
例
(
以

下
｢
改
正
前
の
条
例
｣
と
い
う
｡
)
第
十
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
割
合
を
乗
じ
て
得
た
額
(
以

下
｢
定
率
基
本
戟
｣
と
い
う
｡
)
に
達
し
を
S
こ
と
と
を
る
も
の
に
つ
い
L
t
J
誓
改
正
後
の
条
例

第
十
二
条
第
二
項
の
親
愛
に
か
か
わ
ら
ず
､
当
分
の
間
'
定
率
基
本
額
を
も
っ
て
当
紡
織
負
に
係

る

同

項

の

支

給

頓

と

す

る

｡

-

,

.

4
　
噸
和
四
十
三
年
八
月
三
十
l
日
か
ら
昭
和
四
十
四
年
二
月
二
十
八
E
h
ま
で
の
尚
の
日
を
支
給
日

と
す
る
寒
冷
地
手
当
＼
忙
つ
い
て
誓
改
正
後
の
条
例
第
十
二
条
撃
議
の
規
定
に
よ
り
算
出
す
か

も
あ
と
七
た
場
合
に
お
け
る
基
準
額
が
'
前
項
の
規
定
に
よ
i
h
算
出
す
る
も
の
と
し
た
場
合
陀
お

け
る
定
率
基
本
額
を
こ
煮
､
か
つ
､
改
正
前
の
条
例
窮
十
二
姦
第
二
現
の
規
定
に
よ
り
算
出
す
る

[

Y

　

蒜
1



LQ

も
の
と
し
た
場
合
に
お
け
る
支
給
額
へ
以
下
｢
定
率
額
｣
と
い
う
.
)
紅
蓮
し
な
い
こ
と
と
夜
る

と
き
は
､
改
正
後
の
条
例
第
十
二
条
第
二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
､
卦
鼓
定
率
額
を
も
っ
て
同

条
例
同
条
同
現
の
支
給
鶴
と
し
､
前
項
の
規
定
把
よ
り
朝
出
す
る
も
の
と
し
た
場
合
に
か
け
る
定

垂
基
本
額
が
､
同
条
例
岡
粂
同
額
の
規
定
に
よ
わ
嘉
出
す
る
も
の
と
し
た
場
合
に
お
け
る
基
準
観

牢
こ
え
T
　
か
つ
､
改
正
前
の
条
例
第
十
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
か
i
=
t
出
す
る
も
の
と
し
た
場
合

に
お
け
る
定
率
観
に
連
し
な
い
こ
と
と
怒
る
せ
き
は
､
改
正
後
の
条
例
第
十
二
条
第
-
表
の
規
定

■

に
か
か
わ
ち
ず
､
当
牢
定
番
額
を
も
っ
て
同
条
例
同
条
同
項
の
支
給
額
と
す
る
｡

(
切
替
日
か
ら
施
行
日
の
前
日
ま
で
の
間
の
異
動
者
の
号
絵
等
)

5
　
鵬
和
凶
十
三
年
七
月
1
日
(
以
下
｢
切
替
日
｣
と
い
う
｡
)
か
ら
こ
の
条
例
の
施
行
の
計
の
前

日
ま
で
の
尚
に
お
等
､
改
正
針
の
条
例
の
規
定
作
よ
り
､
新
た
陀
給
料
黄
の
適
用
を
受
け
る
こ

と
と
な
っ
た
職
員
及
び
そ
の
属
す
る
戦
務
の
等
親
又
は
そ
の
受
け
る
号
鮮
苦
し
く
紘
給
料
月
敏
に

兵
動
の
あ
っ
た
職
員
の
う
ち
､
サ
長
の
定
め
る
警
貝
の
改
正
後
の
条
例
の
規
定
に
よ
る
当
敦
適
用

叉
は
異
動
の
臼
杵
お
け
る
麟
*
'
の
等
擬
又
･
t
f
号
級
若
し
-
は
給
料
月
故
及
び
こ
れ
ら
を
受
け
る
こ

と
と
た
る
期
敵
は
､
町
長
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
｡
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(
切
替
目
前
の
異
動
者
の
号
絵
等
の
調
整
)

ii

6
　
切
替
目
前
･
@
職
務
の
等
級
を
異
托
し
て
異
動
し
た
警
貝
及
び
町
長
の
定
め
る
こ
れ
に
準
ず
る

職
員
の
切
替
日
に
か
け
る
号
給
又
は
給
料
耳
額
及
び
こ
れ
ら
を
受
け
る
こ
と
と
な
る
期
間
に
つ

い
て
竺
そ
の
者
が
切
替
日
に
お
い
て
職
務
の
等
級
を
異
に
す
る
異
動
等
を
し
た
.
も
の
と
し
た

場
合
と
の
樺
街
上
必
要
と
認
め
ら
れ
る
限
度
に
か
い
て
､
町
長
の
産
め
る
と
こ
ろ
に
よ
･
S
l
､
必

発
毛
調
整
を
行
な
う
こ
と
が
で
き
る
d

r
]
旧
号
絵
等
の
基
礎
)

7
　
附
則
第
五
瑛
及
び
讐
ハ
額
の
規
定
の
適
用
昨
つ
い
て
比
､
改
正
前
の
条
例
の
規
定
の
適
用
に
よ

り
衛
兵
が
属
し
て
い
た
職
務
の
等
級
及
び
そ
の
者
が
受
け
て
い
た
号
給
又
は
給
料
月
鞠
誓
同

条
例
及
び
こ
れ
に
華
つ
く
規
則
の
規
定
に
従
っ
て
定
め
ら
れ
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
夜
h
o

(
給
与
の
内
払
)

8
　
改
正
前
の
条
例
の
規
定
に
準
つ
い
て
切
替
日
(
通
勤
手
当
に
あ
っ
て
紘
昭
和
四
十
三
年
五
月

盲
､
寒
冷
地
手
当
に
あ
っ
て
は
昭
和
四
十
三
年
八
月
/
"
1
十
言
)
か
ら
こ
の
条
例
の
鶴
行
の

～

日
の
前
日
杏
で
の
間
陀
讐
貝
に
支
払
わ
れ
た
給
与
は
､
改
正
後
の
乗
例
の
規
定
忙
よ
る
給
与
の
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内
払
と
み
夜
食
V

(
町
規
則
へ
の
賓
任
)
∫

9
　
附
則
警
項
か
ら
前
褒
-
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
､
-
条
例
の
磯
行
陀
朗
し
必
警
事

項
は
､
町
規
則
で
定
め
る
｡

′

　

ヽ

ノ

9
-

-

■

　

　

/

,

　

J

F

･

　

､

　

7

.

　

■

ぢ

ー

r

F

J

 

I

　

･

=

ト

J

･

.

.

,

_

.


